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一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
、
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
攻
撃
で
事
実
上
の

対
米
宣
戦
布
告
を
し
た
日
本
軍
は
、
直
ち
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
侵
攻
を
開

始
、
翌
年
一
月
二
日
に
は
マ
ニ
ラ
を
占
領
、
以
後
終
戦
ま
で
の
三
年

半
も
の
間
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
を
軍
政
下
（
途
中
か
ら
傀
儡
政
権
下
）

に
置
い
た
。
こ
の
間
多
く
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
、
ゲ
リ
ラ
戦
に
苦
し

む
日
本
兵
に
よ
っ
て
「
通
敵
者
」
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
関
係
者
も

ろ
と
も
拷
問
・
殺
害
さ
れ
、
末
期
に
は
日
米
両
軍
の
壮
絶
な
戦
闘
に

よ
る
無
差
別
殺
戮
と
大
規
模
破
壊
に
曝
さ
れ
、
合
計
一
一
一
万
人
余

り
と
い
わ
れ
る
莫
大
な
数
の
同
胞
を
失
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
総

人
口
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
終
戦
直
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
生
存
者
一
四

人
に
一
人
の
割
合
で
肉
親
な
ど
に
犠
牲
者
の
な
い
も
の
が
な
い
、
と

い
う
す
さ
ま
じ
い
数
で
あ
る
。
日
米
両
帝
国
間
の
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
て
戦
場
と
な
り
、空
前
絶
後
の
大
被
害
（
推
定
総
額
八
〇
億
ド
ル
）

を
蒙
る
と
い
う
不
条
理
に
遭
遇
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
戦
争
終
結

と
同
時
に
日
本
に
対
す
る
住
民
の
激
し
い
怒
り
と
憎
し
み
が
爆
発
、

燃
え
滾
る
復
讐
心
が
最
高
潮
に
達
し
、
日
比
関
係
は
修
復
の
余
地
な

き
ま
で
に
断
裂
し
た
。

　

か
か
る
状
態
か
ら
始
ま
っ
た
戦
後
の
日
比
関
係
が
、
ど
の
よ
う
な

過
程
を
経
て
再
び
友
好
関
係
構
築
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
本
書
の
目
的
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
著
者
が
設
定
し
た
課
題
は
、
一
つ
が
、
戦
争
終
結
と
同
時

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
当
局
が
手
が
け
た
対
日
戦
犯
処
理
の
基
本
方
針
が
何

で
、
そ
の
成
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
、
二
つ
目
は
、

日
本
政
府
・
軍
当
局
の
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
考
え
方
と
対
処
の
動
き
、

三
つ
目
が
日
比
両
国
民
の
戦
犯
問
題
に
対
す
る
受
け
止
め
方
、
そ
う

し
て
最
後
が
、
八
年
間
に
及
ん
だ
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
対
日
戦
犯
処

理
の
日
比
関
係
再
構
築
に
お
け
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
の

四
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
課
題
に
対
応
し
て
全
体
は
、
第
一
章
「
日
本

軍
に
よ
る
残
虐
行
為
の
衝
撃
」、
第
二
章
「『
敗
者
の
裁
き
』
と
い
う

隘
路
」、第
三
章「
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
見
た
東
京
裁
判
」、第
四
章「
フ
ィ

リ
ピ
ン
軍
に
よ
る
戦
犯
裁
判
」
の
四
章
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
太
平

洋
戦
争
の
戦
争
責
任
、
戦
争
犯
罪
を
追
及
す
る
動
き
は
、
極
東
国
際

裁
判(
通
称
東
京
裁
判)

を
は
じ
め
、
関
係
国
に
設
置
さ
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
戦
犯
法
廷
で
進
め
ら
れ
た
が
、
本
書
で
は
、
こ
れ
ら
対
日
戦

犯
裁
判
の
う
ち
フ
ィ
リ
ピ
ン
当
局
が
直
接
関
わ
っ
た
東
京
裁
判
と
マ

書　

評

永
井
均 
著

『
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
対
日
戦
犯
裁
判
一
九
四
五―

一
九
五
三
年
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）梅

原　

弘
光
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ニ
ラ
の
軍
事
裁
判
に
注
目
し
、
裁
判
の
展
開
過
程
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
当

局
の
対
応
と
日
本
側
の
動
き
、
戦
犯
問
題
を
め
ぐ
る
日
比
両
国
の
認

識
と
対
応
の
構
図
が
、
描
か
れ
る
。

　

本
研
究
を
支
え
る
の
は
、
著
者
が
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ア
メ
リ

カ
の
三
ヵ
国
で
渉
猟
し
た
膨
大
な
文
献
資
料
、
と
り
わ
け
未
刊
行
文

書
（
日
本
の
外
交
文
書
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
、
旧
軍
資
料
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

戦
犯
裁
判
の
公
判
記
録
、
捜
査
資
料
、
米
軍
文
書
な
ど
）、
私
文
書
、

生
存
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
情
報
な
ど
、広
範
な
一
次
資
料
で
あ
る
。

成
果
の
重
厚
さ
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
三
二
三
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
四

章
構
成
の
本
文
と
、
そ
れ
に
対
し
て
付
さ
れ
た
一
五
三
四
も
の
脚
注

が
二
段
組
で
一
〇
五
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
も
十
分
に
伺
え
よ

う
。

　

こ
れ
だ
け
の
労
力
と
時
間
を
費
や
し
て
著
者
が
得
た
結
論
は
、
第

一
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
が
着
手
し
た
一
連
の
対
日
戦
犯
処
理
は
、

人
々
の
対
日
報
復
感
情
が
燃
え
盛
る
中
で
、
復
讐
を
法
の
裁
き
に
代

え
て
報
復
の
連
鎖
を
断
ち
、
対
日
関
係
を
敵
対
的
分
裂
状
態
か
ら

融
和
に
向
け
て
方
向
転
換
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ

た
こ
と
、
第
二
に
、
自
ら
も
直
接
の
被
害
者
で
あ
る
キ
リ
ノ
大
統
領

の
劇
的
な
戦
犯
恩
赦
の
決
断
に
よ
っ
て
対
日
戦
犯
処
理
は
一
応
の
終

結
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
戦
後
の
日
比
関
係
史

の
新
た
な
始
ま
り
を
も
た
ら
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ

る
。
被
害
者
側
の
「
赦
し
の
先
行
」
は
新
た
な
友
好
関
係
樹
立
の
希

求
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
日
本
側
に
過
去
を
直
視
し

そ
こ
か
ら
教
訓
を
引
き
出
す
こ
と
を
促
す
問
い
か
け
で
も
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
加
害
者
日
本
は
過
去
の
戦
争
の
内
実

を
直
視
し
、
十
分
に
被
害
者
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
戦
争
に
対
す
る
「
認

識
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
最
小
化
す
る
努
力
を
し
て
き
た
だ
ろ
う
か
、
と
問

い
か
け
る
。
重
厚
な
研
究
成
果
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
こ
の
問
い
か
け

は
、
戦
後
六
五
年
経
っ
て
も
依
然
と
し
て
収
ま
ら
な
い
近
隣
諸
国
か

ら
の
対
日
戦
争
責
任
追
求
を
思
い
起
こ
す
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
胸
に

重
く
圧
し
掛
か
っ
て
く
る
。
か
か
る
結
論
と
問
い
か
け
が
ど
の
よ
う

に
し
て
導
か
れ
た
か
、
そ
の
論
理
実
証
過
程
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　

第
一
章
で
は
、
ま
ず
米
軍
が
一
九
四
四
年
こ
ろ
か
ら
戦
争
犯
罪
に

関
す
る
証
拠
収
集
と
容
疑
者
の
逮
捕
、
処
罰
を
準
備
す
る
た
め
の
組

織
を
陸
軍
省
内
に
設
置
し
、
早
く
か
ら
残
虐
行
為
を
捜
査
し
て
記
録

に
残
す
作
業
を
始
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。そ
の
結
果
、

終
戦
時
ま
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
で
日
本
軍
が
行
っ
た
「
通
敵
」
容

疑
者
の
拷
問
、
集
団
処
刑
、
関
係
集
落
焼
き
払
い
、
略
奪
、
強
姦
な

ど
、
数
々
の
残
虐
行
為
が
捜
査
・
記
録
さ
れ
、
後
の
戦
犯
裁
判
公
判

で
証
拠
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
衝
撃
的
事
件

か
ら
の
生
き
残
り
、
事
件
の
目
撃
者
、
犠
牲
者
の
親
族
が
、
一
斉
に

日
本
人
に
対
し
て
激
怒
し
、
深
い
怨
念
を
抱
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ

う
。
資
料
に
基
づ
い
て
当
時
の
状
況
を
再
構
築
し
た
著
者
は
、「
怒

り
の
置
き
場
の
な
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
た
ち
は
、
今
や
無
力
と
な
っ
た
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日
本
人
捕
虜
に
投
石
し
、
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
る
な
ど
、
報
復
感
情

を
直
に
ぶ
っ
つ
け
る
こ
と
で
、
自
ら
の
怒
り
と
悲
嘆
を
和
ら
げ
よ
う

と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
憤
激
は
、
悪
罵
と
投
石
の
嵐
と
な
っ
て
投
降
し
た
日
本

軍
将
兵
の
上
に
降
り
か
か
っ
た
。
兵
士
た
ち
の
受
け
止
め
方
に
は
、

な
ぜ
か
そ
の
意
図
が
わ
か
ら
な
い
と
す
る
も
の
か
ら
、
反
発
す
る
も

の
、
止
む
を
得
な
い
と
す
る
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
大
方

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
気
持
ち
が
理
解
で
き
な
い
ま
ま
狼
狽
・
困
惑
し
、

反
発
を
覚
え
た
と
い
わ
れ
る
。

　

他
方
日
本
で
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
規
定
す
る
戦
争
犯
罪
人
の
処

罰
問
題
へ
の
政
府
・
軍
当
局
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
た
。
第
二
章
は

そ
の
模
様
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
終
戦
当
時
の
東
久
邇
宮
内
閣

は
、
国
体
護
持
を
最
優
先
課
題
と
し
、
天
皇
に
対
す
る
国
民
の
敗
戦

責
任
論
で
あ
る
「
一
億
総
懺
悔
」
論
を
提
唱
、
特
定
指
導
部
に
戦
争

責
任
が
向
け
ら
れ
る
の
を
回
避
す
る
こ
と
に
終
始
し
た
。
続
く
幣
原

内
閣
も
基
本
的
に
前
内
閣
の
方
針
を
踏
襲
、
開
戦
責
任
に
対
す
る
処

罰
に
つ
い
て
は
法
の
不
備
を
理
由
に
見
送
り
、
捕
虜
虐
待
な
ど
軍
人

の
不
法
行
為
に
つ
い
て
の
み
対
処
を
決
め
た
。
陸
軍
中
央
は
、当
初
、

真
相
主
義
、
厳
正
主
義
を
掲
げ
て
戦
犯
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
し
た

が
、
処
罰
対
象
者
へ
の
身
内
意
識
な
ど
か
ら
そ
の
中
立
性
と
公
平
性

が
揺
ら
ぎ
、
結
局
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
係
で
悪
名
高
い
バ
タ
ア
ン
「
死

の
行
進
」
の
責
任
者
で
あ
っ
た
本
間
雅
晴
中
将
の
処
分
（
礼
遇
停
止
）

だ
け
に
止
ど
め
た
。
つ
ま
り
、
敗
戦
直
後
に
高
揚
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

側
の
対
日
戦
犯
処
罰
要
求
に
対
し
て
日
本
政
府
・
軍
当
局
が
と
っ
た

か
か
る
消
極
的
態
度
は
、
著
者
に
よ
る
と
、
日
比
両
国
の
戦
争
責
任

を
め
ぐ
る
認
識
を
断
裂
状
態
に
陥
れ
、
対
話
の
成
り
立
つ
余
地
を
完

全
に
閉
す
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

　

第
三
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
も
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
含
む
連
合

国
一
一
ヵ
国
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
東
京
裁
判
に
注
目
し
、
同
裁
判

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
関
係
、
裁
判
過
程
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
判
・
検
事
の

活
躍
、
同
裁
判
を
め
ぐ
る
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
世
論
動
向
が
検
討

さ
れ
る
。
戦
後
新
た
に
独
立
し
た
ば
か
り
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
判
・

検
事
各
一
名
を
派
遣
、
天
皇
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
問
わ

な
い
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
立
場
に
同
調
し
た
も
の
の
、
日
本
国
民
の

侵
略
愛
好
性
、
敵
国
民
へ
の
憎
悪
と
軽
蔑
、
兵
士
の
徹
底
し
た
残
虐

行
為
の
遣
り
口
、
犯
罪
者
は
下
士
官
か
ら
将
校
に
い
た
る
全
階
級
に

及
び
、
犠
牲
者
も
老
若
男
女
、
兵
士
か
ら
市
民
に
広
く
及
ん
だ
こ
と
、

指
導
者
が
残
虐
行
為
を
知
り
な
が
ら
止
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ

と
、
な
ど
を
厳
し
く
告
発
、
日
本
を
強
く
糾
弾
し
た
。
東
京
裁
判
に

つ
い
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
立
場
は
、
裁
判
自
体
の
正
当
性
は
認
め
た

も
の
の
判
決
は
寛
大
に
過
ぎ
る
と
し
、
侵
略
を
行
う
能
力
は
指
導
者

に
在
る
と
い
う
よ
り
も
国
民
性
と
そ
の
環
境
に
あ
る
と
し
て
日
本
を

引
き
続
き
潜
在
的
脅
威
と
み
な
し
、
不
信
感
を
抱
い
た
ま
ま
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
東
京
裁
判
を
不
当
と
し
な
が
ら
も
そ
れ
で
過
去
は
清



－  120  －

永
井
均
著
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
対
日
戦
犯
裁
判
一
九
四
五―

一
九
五
三
年
』（
梅
原
）

－  121  －

算
さ
れ
た
と
受
け
止
め
た
日
本
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
正
当
性

を
認
め
た
が
「
清
算
」
と
い
う
受
け
止
め
方
を
拒
否
し
た
。
そ
の
意

味
で
こ
の
裁
判
は
日
比
双
方
向
の
対
話
と
は
な
ら
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
の
怒
り
と
そ
の
背
景
を
日
本
人
に
示
唆
す
る
に
止
ま
っ
た
、
と
い

う
の
が
著
者
の
評
価
で
あ
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
と
っ
て
真
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
第
四
章
で
取

り
扱
わ
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
の
マ
ニ
ラ
裁
判
と
日
本
人
戦
犯
の
収
監

で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
八
月
か
ら
四
九
年
一
二
月
ま
で
続
い
た
マ

ニ
ラ
の
軍
事
法
廷
は
、
暴
虐
を
加
え
た
も
の
に
対
し
国
際
法
に
則
し

て
公
平
か
つ
道
理
に
則
し
た
裁
判
の
機
会
を
与
え
る
、
つ
ま
り
国
際

法
の
原
則
に
基
づ
く
正
義
の
追
求
で
あ
る
と
公
言
し
た
。
し
た
が
っ

て
裁
判
は
公
開
制
で
行
わ
れ
、
被
告
人
の
弁
護
を
受
け
る
権
利
は
保

障
さ
れ
た
。
し
か
し
、そ
の
判
決
は
一
五
一
名
の
被
告
人
に
対
し
て
、

有
罪
一
三
七
名
、
う
ち
死
刑
七
九
名
、
死
刑
判
決
率
五
八
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
当
時
の
日
本
人
戦

犯
は
、
裁
判
を
公
平
性
の
欠
落
し
た
復
讐
と
受
け
止
め
た
。
刑
の
確

定
後
受
刑
者
は
マ
ニ
ラ
の
郊
外
に
あ
る
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
刑
務
所
に

収
監
さ
れ
、
服
役
生
活
に
入
っ
た
。
刑
務
所
内
で
戦
犯
た
ち
は
不
安

な
日
々
を
強
い
ら
れ
た
が
、
刑
務
当
局
の
慎
重
か
つ
寛
大
で
好
意
的

な
配
慮
・
取
り
扱
い
で
、
同
じ
刑
務
所
内
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
受
刑
者

か
ら
集
団
リ
ン
チ
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
次
第
に
穏
や
か
さ
を
取

り
戻
し
た
。
そ
ん
な
時
の
一
九
五
一
年
一
月
に
執
行
さ
れ
た
一
四
名

の
死
刑
は
、
残
っ
た
死
刑
囚
を
震
撼
さ
せ
た
。
激
し
い
動
揺
と
つ
か

の
間
の
平
穏
が
繰
り
返
さ
れ
る
服
役
生
活
の
中
で
、
戦
犯
た
ち
の
間

に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
戦
争
体
験
、対
日
感
情
に
目
を
向
け
る
も
の
、

戦
争
に
対
す
る
嫌
悪
感
、
日
本
の
戦
争
責
任
を
自
覚
す
る
も
の
も
出

て
き
た
こ
と
が
、
戦
犯
の
日
記
、
手
記
、
書
簡
、
回
想
録
な
ど
か
ら

実
証
さ
れ
る
。

　

他
方
、
日
本
国
内
で
は
、
先
の
死
刑
執
行
を
機
に
民
間
主
導
の

戦
犯
助
命
嘆
願
運
動
が
盛
り
上
が
り
、
翌
五
二
年
三
月
に
は
そ
れ
ま

で
時
期
尚
早
と
し
て
慎
重
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
か
っ
た
政
府
も
つ
い

に
戦
犯
の
国
内
送
還
に
動
き
出
し
た
。
釈
放
運
動
は
次
第
に
過
熱
し

て
戦
犯
慰
問
ブ
ー
ム
と
な
り
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
戦
犯
を
「
悲
運
の

人
々
」
と
捉
え
る
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
。
戦
犯
の
法
的
地
位
も
当

初
の
「
国
内
法
上
の
相
当
刑
」
が
撤
回
さ
れ
、
衆
参
両
院
で
の
戦
犯

釈
放
決
議
と
と
も
に
、
い
つ
の
間
に
か
「
国
家
の
犠
牲
者
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
国
内
世
論
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
被
占
領
体
験
に
思

い
を
寄
せ
る
ど
こ
ら
か
、
む
し
ろ
そ
れ
か
ら
目
を
そ
ら
す
方
向
に
動

い
た
。

　

一
九
五
三
年
六
月
二
七
日
、
最
後
に
残
っ
た
有
期
刑
四
九
名
の
釈

放
と
死
刑
囚
五
七
名
の
終
身
刑
へ
の
減
刑
を
内
容
と
す
る
大
統
領
恩

赦
が
発
表
さ
れ
、
一
〇
六
名
全
員
の
本
国
帰
還
が
決
ま
っ
た
。
戦
後

八
年
経
っ
て
も
戦
争
の
傷
跡
が
癒
え
な
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
世
論
を
背
景

に
キ
リ
ノ
大
統
領
が
苦
渋
の
決
断
を
し
た
そ
の
背
後
に
は
、
自
身
の
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信
条
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
精
神
も
、
交
渉
中
の
賠
償
問
題
解
決
へ
の

道
筋
を
つ
け
る
と
い
っ
た
政
治
的
配
慮
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ

に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
（
五
二
年
四
月
）
に
よ
り
独
立

を
回
復
し
た
隣
国
、「
新
生
」
日
本
と
の
友
好
関
係
樹
立
の
契
機
を

提
供
す
る
と
い
う
意
図
が
含
ま
れ
て
い
た
。し
か
し
日
本
側
か
ら
は
、

大
統
領
恩
赦
に
対
し
て
首
相
、
外
務
大
臣
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
る

の
み
で
、
戦
争
中
に
日
本
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
住
民
に
与
え
た
物
心
両

面
に
わ
た
る
甚
大
な
被
害
に
対
す
る
謝
罪
は
一
切
な
か
っ
た
。
あ
ま

り
に
も
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
も
の
と
い
う
ほ
か
あ
る
は
い
。

　

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
本
研
究
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
当
局
が
終

戦
直
後
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
残
虐
行
為
の
捜
査
に
始
ま
り
、
東
京
裁

判
へ
の
判
・
検
事
の
派
遣
、
マ
ニ
ラ
の
軍
事
裁
判
、
受
刑
者
の
収
監

と
死
刑
執
行
、
戦
犯
の
恩
赦
・
釈
放
に
至
る
一
連
の
過
程
を
対
日
戦

犯
処
理
過
程
と
し
て
一
括
し
て
捉
え
、
そ
れ
に
日
本
側
の
対
応
、
動

向
、
ア
メ
リ
カ
の
関
わ
り
も
視
野
に
入
れ
て
多
面
的
に
分
析
し
、
そ

の
日
比
関
係
史
上
の
意
義
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
課

題
は
あ
ま
り
に
壮
大
で
こ
れ
ま
で
だ
れ
も
手
を
付
け
な
か
っ
た
が
、

本
書
は
そ
れ
に
挑
戦
し
て
見
事
に
成
功
し
た
。
従
来
、
対
日
戦
犯
裁

判
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
研
究
さ
れ
、
自
国
中
心
の
戦
争
観
、
裁
判
観

に
基
づ
く
一
国
史
的
見
方
に
な
る
傾
向
が
強
か
っ
た
、と
い
わ
れ
る
。

本
書
は
、
東
京
裁
判
と
マ
ニ
ラ
の
軍
事
裁
判
の
二
つ
を
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
視
点
か
ら
一
括
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
問
題
を
乗
り
越

え
て
い
る
。

　

こ
の
新
し
い
試
み
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
こ
れ
ま
で
見
え
な

か
っ
た
も
の
を
見
え
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
。一
般
に
戦
犯
裁
判
は
、

戦
争
が
引
き
起
こ
し
た
過
去
の
出
来
事
の
責
任
追
及
で
あ
り
、
裁
判

が
終
わ
れ
ば
す
べ
て
が
終
結
し
、
そ
の
時
点
か
ら
過
去
の
も
の
と
な

る
性
質
の
も
の
、
と
評
者
自
身
考
え
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
日

戦
犯
処
理
が
あ
の
時
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
両
国
の
友

好
的
関
係
再
構
築
の
機
会
が
大
幅
に
遅
れ
、
現
在
と
は
ま
っ
た
く
別

の
展
開
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
対
日
戦
犯
処

理
は
関
係
正
常
化
に
と
っ
て
不
可
欠
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
し
、
現

在
に
連
綿
と
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
戦
犯
問
題
に
対
す
る
認
識
に
日
比
間
で
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ

の
存
在
す
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
戦
争
直
後
の
日
本

人
の
心
の
中
に
戦
時
中
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」、「
国
体
護
持
」
と
い
っ

た
思
想
信
条
の
影
響
が
大
き
く
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
太
平
洋

戦
争
の
兵
員
犠
牲
者
は
二
三
〇
万
人
に
達
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

の
遺
族
に
と
っ
て
肉
親
が
「
お
国
の
た
め
」
に
亡
く
な
っ
た
と
思
わ

な
け
れ
ば
戦
死
の
事
実
を
受
け
入
れ
難
い
状
況
の
あ
っ
た
こ
と
も
確

か
で
あ
る
。
ま
た
、戦
争
に
よ
っ
て
極
度
に
疲
弊
し
た
一
般
市
民
に
、

他
国
で
行
わ
れ
た
日
本
軍
の
残
虐
行
為
を
省
み
る
余
裕
の
な
か
っ
た

こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
あ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し

た
今
、
そ
の
よ
う
な
言
い
訳
は
成
り
立
た
な
い
。
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
の
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最
小
化
努
力
は
な
さ
れ
た
か
、
と
い
う
著
者
の
問
い
か
け
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

す
で
に
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
日
戦
犯
処

理
を
日
比
関
係
史
に
正
し
く
位
置
づ
け
、
戦
争
に
対
す
る
両
国
の
認

識
ギ
ャ
ッ
プ
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た
点
を
、
本
書
の
最
大
の
貢
献

と
考
え
た
い
。

（
本
学
名
誉
教
授
）




